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2015年12月  
     子どもと女性の割合 
            が急増 

登録されている難民・移民の人数と構成 ** 

子どもと女性 
    の割合 

ギリシャ－トルコ間で 
危険な航海に臨む難民・移民のうち、 

子どもが占める割合は36％ 
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欧州難民・移民危機 
子どもと女性の割合が、 

はじめて成人男性を上回る 

ユニセフは、移動のあらゆる段階で、子どもたちが優先されなければならないと強調しています。子どもたちは、自分
たちにはヨーロッパで保護を求め、家族と再会する権利があることをきちんと知らされなければなりません。 

「子どもと女性の割合が急増することの影響は甚大です」とユニセフのヨーロッパ難民危機特別コーディネーター
であるマリーピエール・ポワリエールは述べています。「この冬の季節、航海での危険はより高まります。陸路で
の保護のニーズも増大します。子どもたちや女性たちが搾取されたり見過ごされたりすることがないよう、旅路
のあらゆる段階で福祉、保護、保健のシステムの強化が必要です」 

過去5ヶ月の間に溺れて死亡* 

子ども 330人が 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 6月19－29日 1月 

ギリシャから国境を越えて、 

マケドニア旧ユーゴスラビア共和国の
ゲヴゲリヤに入る 

難民・移民の60％近くが、 

子どもと女性。 
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